
平 成 ３ ０ 年 度 事 業 計 画 

 

池田市シルバー人材センターは、昭和５５年（１９８０年）８月に設立、急速な高

齢化が進む中で高齢期を有意義に、しかも健康に過ごすためには、定年などで現役引

退した後も何らかの形で働き続けたいと希望する高年齢者が増えてきたことを背景

に、池田市、大阪府及び国のご支援のもとに設立され、「自主・自立、共働・共助」

の基本理念のもとに高年齢者がその経験と能力を生かしつつ、働くことを通じて社会

に貢献し、生きがいを得る機会を確保することを目的として活動し、会員の皆さんの

ご努力により順調な進展を見てまいりました。 

そのような中で、平成２３年４月には公益社団法人として新たにスタートし、さら

に、平成２４年４月より事務費率を５パーセントから８パーセントに改正し、自主財

源の確保に努めてまいりました。 

経済情勢は緩やかに景気が拡大している状況であり、就業開拓活動の効果もあり契

約金額は堅調に推移している状況にあります。 

 平成３０年度の事業運営は、これまで以上の更なる経費削減、効率的な執行により、

自主的、自立的な経営基盤を確立していくことが求められています。 

 そこで、当センターでは管理費、事務経費の一層の削減を図るとともに、「中期計

画」の目標を踏まえ着実な運営に努めてまいります。 

 就業開拓、就業機会の拡充については、公共機関、一般家庭、事業所などに対し、

就業開拓活動を推進します。 

 安全就業対策「事故ゼロ」と適正就業の徹底を図ります。研修・講習会については、

必須講習会への参加を義務付けるとともに参加率の向上に努めます。また、会員の皆

さんのさまざまな形での社会参加や地域への貢献活動として、ボランティア活動の推

進を図り、会員の意識の高揚につなげます。 

 少子高齢化が急速に進展している中で、池田市の補助事業である「高齢者日常生活

援助事業」に取り組むとともに、増え続ける空き家に関して、昨年度に引き続き「空

き家見守りサポート業務」を推進します。また、多様な就業ニーズに応えるため「労

働者派遣事業、有料職業紹介事業｣の拡大に努めてまいります。 

このような視点に立って、平成３０年度は次の事業目標、事業の基本方針及び事業

の実施計画に基づき、積極的にセンター運営に取り組んでまいります。 

 

事業目標 

 中期計画及び事業実績をふまえ、今年度の事業目標は、受注件数２，５９５件、受

託事業契約額２２５，０００，０００円と設定し、事業目標を達成するため各般の事

業を積極的に推進します。 

 

Ⅰ．事業の基本方針 

 １．センターの基本理念の浸透と会員の自主・自立活動を推進する 



 ２．普及啓発と就業開拓活動を推進し、就業機会の確保と会員の拡大に努める 

 ３．安全就業対策「事故ゼロ」と適正就業対策の徹底に努める 

 ４．研修・講習会を充実し、就業に必要な技能と知識などの向上に努める  

５．シルバー人材センターの周知と啓発に努める 

６．事務局運営の充実と財政基盤の安定化に努める 

  

Ⅱ．事業の実施計画 

 １．センターの基本理念の浸透と会員の自主・自立活動を推進する 

（１） 新入会者に対する入会説明会で、シルバーの基本理念である「自主・自立、

共働・共助」の基本理念の浸透を図ります。 

 （２） 理事会、地域委員会及び安全・適正就業委員会などが自主的、主体的に活

動できる体制作りを行います。 

 （３） 定時総会の出席をはじめ、安全・適正就業講習会、接遇・マナー講習会、

交通安全講習会及び普通救命講習会の４講習会は、シルバー全会員の必須の

講習会と捉え、「講習会の受講が就業に結びつく」ことを全面に打ち出しま

す。講習会を通じ会員の意識改革とシルバーの理解、理念の浸透を図ります。 

 （４） 豊富な経験を生かして培われた技能・知識を地域社会への貢献と自らの生

きがいの充実のため、ボランティア活動の推進に取り組みます。 

（５） 事業の活性化につながる会員の自主的な同好会活動などの周知に努めます。 

 

 ２．普及啓発と就業開拓活動を推進し、就業機会の確保と会員の拡大に努める 

  シルバー事業が公共機関、一般家庭及び事業所など地域社会をはじめ幅広い年齢

層に正しく理解され、一層の支援と協力が得られるよう普及啓発活動、就業開拓活

動及び会員の拡大を推進します。 

（１） 「中期計画」の実現に向け受注の拡大と会員の増員に努めます。 

（２） 池田市及び池田市議会に対しては、シルバー事業の会員が、就業のみなら

ず社会保障（医療費、介護経費）などの面で地域に貢献している事実を理解

していただき、シルバー人材センターの更なる支援を要望してまいります。 

（３） １０月の「普及啓発促進月間」をはじめ、会員による街頭啓発、パンフレ

ットの配布を通じて受注及び会員の拡大に努めます。 

（４） 事業所、一般家庭の受注拡大のため訪問活動を行うとともに、発注者の就

業に対するニーズの把握に努め、就業開拓の推進に努めます。 

（５） 会員による友人や知人への入会活動を推進し、会員の積極的な勧誘を図り

ます。 

（６） 会員のもつ技術・技能などの状況や就業ニーズを把握し、就業機会の確保

に努めるとともに、未就業会員相談会を実施し、就業率の向上を図ります。 

（７） 介護保険法の改正により、平成２９年度より本市で実施されている「介護

予防・日常生活支援総合事業」に向けて取り組みを進めます。 

 



 ３．安全就業対策「事故ゼロ」と適正就業対策の徹底に努める 

  事故のない安全な就業は、シルバー事業を実施するうえで最重要課題のひとつで

す。安全・適正就業推進年次計画に基づき、安全・適正就業委員会が中心となり、

安全就業強化月間（７月）の活用を図るとともに、安全意識の啓発に努め事故防止

の重点項目を設けて「事故ゼロ」をめざして安全就業に取り組みます。また、シル

バー事業は臨時的・短期的、または軽易な就業となっており、契約書締結の励行や

指導基準にそった適正就業を推進します。 

（１） 安全就業パトロールを随時実施し、安全・適正就業委員及び安全・適正就

業推進員と連携して巡回の強化を図ります。 

（２） 会員に対し自ら健康管理や体力づくりなど自助努力するよう啓発するとと

もに、安全就業基準の周知と遵守を図り、更なる安全就業に努めます。 

（３） 池田警察署などの協力を得て交通安全講習会を開催し、就業途上などの交

通安全の意識の向上並びに安全・適正就業講習会及び植木剪定、除草などの

安全講習による就業中などの事故防止と安全就業の心得など、「事故ゼロ」

をめざした取り組みを進めます。 

（４） 万一の事故に備え、会員団体傷害保険及び総合賠償責任保険に継続加入し

ます。ただし、車両による事故などは対象外となります。 

（５） 事故発生の時には、安全・適正就業委員会により事故原因の解明に努める

とともに、安全保護具の機能の検討など事故の再発防止に努めます。 

（６） 「センターだより」、「事務局だより」に安全就業や健康管理に関する記事

を掲載し意識の高揚に努めます。また、生活習慣病や転倒予防の健康教室（軽

体操）を実施します。 

（７） 就業にあたっては、自主点検などによる就業適正化に取り組むとともに、

できるだけ多くの会員に就業機会を提供することを基本に、継続就業はロー

テーション就業により複数会員による就業の徹底を図ります。労働者派遣事

業に積極的に取り組むほか、平成２８年に厚生労働省が示した「シルバー人

材センター適正就業ガイドライン」に沿って、労働者派遣事業や有料職業紹

介事業への移行を行います。 

（８） ワークシェアリングは、公募することを基本に公正・公平な就業機会の提

供に努めます。 

 

４．研修・講習会を充実し、就業に必要な技能と知識などの向上に努める 

  就業の成果が厳しく問われるなか、技術・技能の向上、安全就業、接遇・マナー 

の向上及び健康管理など研修・講習会を通じて習得することを目的に実施します。 

また、受講者へアンケート調査を実施することにより内容の充実を図ってまいりま 

す。 

（１） 会員の就業に必要な技能や知識の向上と後継者の育成を図るため、植木剪

定、除草及び襖・障子張りなどの研修会を実施します。全会員必須の安全・

適正就業講習会、接遇・マナー講習会、交通安全講習会及び普通救命講習会



など多様な講習会を開催し、発注者に信頼される質の高いサービス提供に努

めます。 

 （２） 大阪府シルバー人材センター協議会主催の、府民を対象に資格が取得でき

る「高齢者スキルアップ・就職促進事業講習会」の周知を図り、就業機会と

会員拡大に活用します。 

 

 ５．シルバー人材センターの周知と啓発に努める 

  働く意欲のある会員で構成する公益社団法人である「シルバー人材センター」を、

市民に広く周知を行い事業運営の拡大を図ります。 

（１） シルバー事業の普及啓発と就業機会の拡大のため、ホームページを活用し、

公益社団法人としての情報公開の充実やシルバー事業の周知に努めます。ホ

ームページは、センター活用の紹介など利用者の視点に立った親しみやすい

ものとし、池田市のホームページに相互リンク設定を行うなど幅広い広報に

努めます。 

（２） 池田市の広報誌「広報いけだ」掲載や市内全戸へパンフレット配布を行う

など、シルバー事業紹介や会員勧誘など市民への普及啓発に努めます。 

（３）池田市主催のイベントなどの機会を捉え、広く市民にシルバー事業の普及啓

発を図ります。 

（４） 就業時に、センター名の入ったベストなどを着用し、就業を通じた普及・

啓発活動に努めます。 

（５） 北摂７市３町のシルバー人材センターが共同開催する「北部ブロック合同 

フェスティバル」を通じ、シルバー事業の周知・啓発を図ります。 

（６） 会員への広報は、地域委員及び連絡員の協力のもと、センター事業や組織

運営を中心に情報提供の充実に努めます。これらの基本となる「いけだセン

ターだより」は年１回の発行、｢事務局だより｣は年６回の発行を目標としま

す。 

 

 ６．事務局運営の充実と財政基盤の安定化に努める 

  役員、各種委員会、会員及び事務局が連携して円滑なシルバー事業の運営を推進

していきます。 

（１） 公益性と公平性の高い事業運営に努めます。また、必要な規程などの整備

を行い、法令の遵守に努めます。 

（２） シルバー事業全体に関わる経費の削減と業務体制の効率化を図るなど、財

政基盤の安定のため努力いたします。 

（３） 関係行政機関をはじめ、全国シルバー人材センター事業協会、大阪府シル

バー人材センター協議会及び拠点センター並びに各種関係団体との連携と

調整を強化し、シルバー事業の発展と拡大を図ります。 

（４） 事務局体制の一層の充実のため、会員、役員及び職員が一丸となり体制の

充実を図るとともに、業務の迅速化、意識改革及び自己研鑽に取り組みます。 


